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「ヂフテリー」の實験治療學的研究

第 4報
青カビ培養濾液の「ヂフテリー」菌護育に及ぼす作用

金澤讐科大學日置内科教室（主任日置激授）

佐々木 高 伯
  Taゑanorゴ Sasaki

 （昭和22年10月2目受納）

目 次

緒 言

實験材料亜に實験方法

三二成績

結 論

功

 1929年A．Fleming 1）は青カビ」の一種

IPepicillium notatumの培養液から抗菌性物質を

襲見し「ぺ＝シリン」と命名したが，その後約10

年間は學界の注目を惹くに至らなかった．然る

に近年この方面の研究ぱ目毘しい獲展をなし，

「ぺ＝シリン」は理想的化學療法剤として廣く諸’

種感染症に慮用されるに至った．而うして「ペ

ニシリン」は「ヂフテリー」疾患に封して抗毒素

血清に優る敷果を示すことはないが，抗毒素血

清との併用療法を行ふことにより・，殊に重症の

混合感染に樹しては有敷に作用することが確認

されてるる．

 既にA．一Flen）ing i）は「ぺ；シリン」が「ヂフ

テリー」菌に野し獲育阻止作用を有することを

捜見し泥が，その後も4brahamその他の諸氏

により同様の報告があり，一般に「ヂフテリー」

菌は「b： ＝シリン」に封し感受性の高V・細菌とし

て知らるSに至ったのである．而うしてこの際

「ペニシリン」が最：も有敷張力に作用するのは淋

菌，肺炎双球菌 流行性脳脊髄膜炎菌，「ブド

言

ウ1伏球菌，蓮鎮歌球菌に：して今「ヂフテリー」菌

等に：封ずる敷力はその下位に立つあのと考へら

れてるる．一方「ぺ＝シリン」研究の襲達と共に

下等菌類代謝産物の病原菌に樹する生物學的作

用に關する攻究は愈々進み，各種の興味ある物

質の襲見が相次いで行はれるに至ったが，同じ

く「ペニシリン」にもPeniciliin：F， G， X， K等

組成を異にするものがあb，夫々猫特の抗菌力

を呈することが明かになった．そうとすれば今

「ヂフ．テリー」菌に封してもその最も有敷劃分を

多量に産生する株を獲iると云ふことが問題にな

るわけである．叉近くは本教室に於て川口等が

結核菌に特匠作用する「ペニシリウム株の獲得

に成功してみる．斯の檬な理由から未知の「ペ

ニシリウム」中によゆ有敷な菌株を探すと云ふ

ことは未だ決して無意味ではないと思はれたの

で，斯る動機によって著者の本研究が開始せら’

れた．

 帥ち供試青カビ」は次の77株で，今之等の培

養濾液の「ヂフテリー」菌に封ずる試験管内獲育
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阻止並に殺菌爾作用の槍索成績を報告する．
 I

 r． Monoverticillata

   A． Monoverticillata stricta

    1． Sclerotigena

      ：No． 120t一一・．，・…一一・・P． yesoensum Hanzawa

    2． Floccosa
                       ，

      Ne． 12， No． 74一・・C． pfeffe rianum Wehne r

      No． 64一・＋・・・・・… t… P． citreo－viritle Biourge

     ・：No．72…師・………P．τoseo－ci皿abarium

                     Biourge

    3． Velutina

      No． 5， No． 136＋・一P． jantho－c it rinum

                     Bieurge

   B． Monoverticiliata ramigema

      No． 144・・・・・・・・・・・・…P． waksmani Zaleski

 II． Asymmetrica

   A． Velutina

    1． Velntina－Elliptica・一magna

      No． 20… 一・一・・＋・・・・… 一・1“． digitatum Saccardo

    2． Velutina divaricata

      No． 147・＋一・・・・・・・・・・・… P． glaucogriseum

      No． 101， No． 133＋・iP． fellutanum Bieurge

    3． Radiata （P． chrysogensum series）

      No． 9， Ne． 27・・… ＋P． chrysogenum

      No． 84， No． 105， No． 123一＋＋一・・

                  P． chlo rophaeum Biourge

     INo． 63・・・…‘・・・・・・・・…P． griseo－roseum

     No． 21， No． 26， No． 51，

      No． 52， Ne． 55， No． 62，

      No． 70， No． 92， No． 93，

     No． 127－s・一…＋・‘＋…？． notatum Westling

     No．駁1， No． 121・・P． virescems Bainier

     No． 39， No． 128・・一P． rneleagrinurn Bieurge

     No． 125…一＋・＋…一・・一＋P． baculatum VVestlingi

    4． Vclutina restricta

     No． 4’… 一・・・・… 一・… P． Biourge

    5．Stellata （e． roqueforti series）

      No． 94・・一＋・・・・・・・・…t・・P． roqueforti Them

   B． Brevi compacta

      Ne． 41・・一“一・，・・・・・・・・…P． brevi一一cempactum

                       Dierckx

   C． Lanata typiea

      No． 4”， No． 16， No． 17，

      INo． 18， No． 25’， No． 25”，

      No． 38， No． 47， No． 48，

      No． 60， No． 66， Ne． 73，

      No． 75， No． 76， No， 131，

      Ne． 142， INo． 146・：・P． lanesum Westling

      No． 7’， ：No． 10， No． 14，

      No． 15， No． 65， No． 148，

      No． 149・一・…＋・・・・・…P． Raciborskii Zaleski

      No． 53， No． 69， No． 77＋・・…

                       P． biforme ThoJn

      No． 1， No． 8， No． 126・一・…

                       P． commune Thom

      No． 4， No． 54， No． 139・… 一e

                       P． fusco－glaucum

      No． 3 ・・，…一・・・・・・…ny P． lanoso－griseum Thom

   D． Lanata divaricata

      No．56……・……・P． simplicissi皿um Th⑪m

      No． 56・・・・・・・・・… 一・・？． Rivolii Zaleski

      No． 13e・一＋＋＋｛・i・・・… P． Jenseni Zaleski

      No． 143 ・・・・・・… 一・一＋ P． Janezewskii Zaleski

   E． Fasciculata

      No． 45…ts・＋・…，・・・・…P． expansum Thom

      No． 79・一・＋・・…＋・・一・…一P． janthogenum Biourge

 III． Biverticillata－symmetrica

      No． 23一・一・・・…，＋・“・・…P． descisCens Oudemans

          塾
      N．：B．P． Penicilliu皿． C． Citr⑪mアces．

以上の青カビ」は1946年1月より同年11月迄の

間に敏室川口，安江，徳野3君によって分離せ

られたもの玉中から選ばれた．

賓験材料並に實験：方法

1．培養液：

薔通ブイヨン」を使用しPH＝7・4となした，

2．菌浮游液の調製＝

第1報2｝に同じ，

3。試験方法：

青カビ」を2％「ブドウ糖ブイ1ン」に23。c～25。c

2週間培養し，その濾液を原液となし，之を一列の試

験管に「ブイヨン」を以て10倍稀羅より逓減的に倍k稀

［ 42 ］
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羅を行ひ，之に前述の菌二丁液の一滴宛を滴下し，

37。Cの艀卵帳内に納める．この時濾液PHが可成り

酸性側に傾くものもあったが，10倍稀澤液では殆んど

感性近くになり，一方「ヂフテリー」菌嚢育に關する

PHの範團は可成り匿いので實験上何等の不都合を感

じない．三島：叉このPHの動揺でその護育に關し影響

を受けた場合は何等経験しなかった．

4．判 定＝

 阻止作用は培養24時闇後に菌護育による白濁の起る

や否やを観て判定し，自濁した試験管に隣接した透明

な試験管の稀繹血痕を以て之を表はした，

 殺菌作用は阻止試験山荒より24時高目に一白金耳宛

崩しい培養液（2・Occ）に移した後，更に37。C 24時聞

培養したものに就て阻止作用の場合と同様な成績利定

を行った．

二二成績
供試青カビ」7ア株の培養濾液申Radiataに回

するN（L21， No．27，：No．121， No．123，：No．

127の5種に「ヂフテリー・」菌に封ずる夫々の嚢

育阻止作用を認めたが，殺菌作用は之を認めな

かった．（第1表）

 而うして有敷菌株5鍾の中No．21は他の4

第 1 表

濾液番號

No． 21

No． 27

No． 121

Ne． 123

No， 127

種 名

P． notatum Westling

P． chrysogenum

P． virescens Baimier

P． cl｝lorophae－um Biourge

P． notatum KjSrestTing

培養後の
 pH

7．8

7．8

7．2

7．6

6．8

阻止作用

320

10

80

10

20

殺菌作用

種に比し断然優れた阻止力（1：320）を有した．

 斯くて「ヂフテリ■一一一」菌に封ずる有敷菌株が何

れもChrys⑪genum seriesに：屡し，その中最も

掻敷な菌株がP。nQtatum Westlingであったこ

と，而も亦その申の僅かに一種であったことは

從來攻究の範園を何等拙でぬものであったが，

更に本菌株培養濾液の「ブドウ歌球菌，チフス

菌，赤痢菌，百日咳菌，結核菌等に樹する抗菌

力は第2表の如くであって，之によって見ると

本菌株は二二菌中「ヂフテリー」菌に樹して最張

力のものであったことが判明する．

 帥ちこの事實は若しも「ヂフテリー」に閲し治

療血清の使用とともに「ぺ昌シリン」を併用大い

に致果を嚢諭せしめん幽するに際し「ペニシリ

ン」探取のための使用菌株には特に斯る株を選

定することの利得なることを多分に思はしむる

のである。

第2表 No．21の各種：細菌に封

    する抗菌力比較

ブドウ状球菌（寺島株）

チヲス菌

赤痢菌（志賀菌）

百日．咳菌

結核菌
ヂヲテリー菌

抗菌力

160

 8

320

 狗一般に「ペニシリン」をしてrエーテル」中に

移行せしむるの際，強酸性なるごとを要すると

稻せられるが，本有数物質はP正【は60に覧て

既に完全に「エー・…テル」に：移行した．

 感度による抗菌力の応化は不安定ではある

が，第3表に示しだ檬に60。C 1時聞加温に耐

えることが出來な．

［ 43 ）
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第3表 温度の攣化による抗菌債

＼抗菌力  ts．“ x
加溜時間  ＼一

／6eo c lst．

7⑪oC   ユst．

900C lst．

looe c lst．

10

十

十

20

十

十

40

十

十

so 1 160

  t

－ 1 ±

十 1十

＋j＋

320

十

十

十

640

十

十

十

十

劉照

十

十

十

十

結

 余は當教室に分離保存せる青カビ」77株の培

養濾液に就き「ヂフテリ・・」菌に封ずる抗菌力を

槍し次の結論を得だ．

 1．當地方青カビ」77株の培養濾液：中「ヂフテ

リー」菌に作用したものはAsアmmetrica velutina

Radiata（Chrysogenum series）に驕するNo・ 21，

No． 27， No． i 21， No．123， N⑪．127の5種であ

った．

 2．而も以上5株申最も張力なるはP．notatum

Westlingに薦する：No．21が最も優れた。

3．併し特に著者の研究で主張したいのは本

菌株による抗菌力は寧ろ「ヂフテリe’．一」に謝し

論

「ブドウ歌球菌に劃するよりも稚ξ強力であっ

たことである．「ヂフテリー」症にrぺ＝＝v’リン」

を併用使用せんとするに際し製造上斯る菌株の

即興が希ましいことを物語ってみる．

 4．斯る菌株による二丁物質はその性歌に於

て恐らく「ペニシリン」に驕するが如きものであ

ったが，而も：PH 6．0に於て完全に「エーテル」

に移行じた．”温度に謝する抵抗は矢張り不安定

で漸く60。C 1時闇には耐えうることが知られ

た．
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